
批

評
・
紹

介

鄭
利
華
著

王
世
貞
年
譜

楊

文

吾
百

王
世
貞
年
譜
の
編
纂
史
略
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王
世
貞
と
言
え
ば
、
明
代
中
晩
期
の
史
皐
・
文
拳
史
上
大
き
な
足
跡
を
残
し

た
人
物
と
し
て
名
高
い
。
王
世
貞
年
譜
の
編
纂
史
、
即
ち
彼
の
年
譜
の
補
一
訂

・

修
正
の
歴
史
は
、
明
の
「
古
文
僻
」
波
|
|
特
に

「
後
七
子
」
||
に
謝
す
る

清
初
期
以
来
の
詩
文
壇
に
お
け
る
許
債
の
高
下
に
呼
摩
し
て
い
た
と
言
え
る
。

明
の
嘉
靖
よ
り
高
暦
年
開
に
か
け
、
王
世
貞
・
世
懇
兄
弟
を
中
心
と
し
て
、

「郡

m王
氏
」
が
太
倉
の
名
族
と
し
て
名
を
は
せ
て
い
た
。
そ
の
最
も
重
要
な

原
因
は
、
世
貞
を
領
袖
と
す
る
「
古
文
辞
」
渡
が
晩
明
の
文
壇
に
強
い
影
響
力

を
持
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
初
め
て
世
貞
の
年
譜
を
編
纂
し
た
の
は
彼

の
同
時
代
の
親
友
門
人
で
は
な
く
、
世
怒
の
孫
の
瑞
園
で
あ
っ
た
。
瑞
圏
の

『
鄭
郁
鳳
麟
雨
公
年
譜
合
編
』
(
東
倉
書
庫
鍋
刻
本
、
以
下
『
合
譜
』
〉
は
順

治
一
七
年
(
一
六
六

O
)
に
垂
直
き
終
え
ら
れ
、
康
照
五
二
年
へ
一
七
二
ニ
〉
に

子
の
良
穀
に
よ
る
校
訂
も
移
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
秘
蔵
さ
れ
、
光
協
澗
二
七
年

〈
一
九

O
一
〉
に
な
っ
て
-
初
め
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
刊
行
の
遅
延

は
費
用
の
問
題
も
あ
る
が
、
「
古
文
僻
」
波
の
勢
力
が
銭
謙
盆
等
の
強
い
攻
撃

に
よ
っ
て
凋
落
し
、
ま
た
蹄
有
光
を
租
と
奉
じ
る
清
代
文
壇
の
主
流
、
桐
域
振

の
文
皐
主
張
と
合
わ
な
い
た
め
に
、
軽
視
さ
れ
た
の
が
、
そ
の
根
本
的
な
原
因

で
あ
れ
w

一
方
、
恐
ら
く
『
合
譜
』
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
、
考
詮
拳
の
大
家
で
あ
る
銭
大
析
は
乾
隆
五
一
年
(
一
七
八
六
)
に
『
算
州

山
人
年
譜
』
(
以
下
『
銭
譜
』
〉
を
編
纂
し
た
。
『
潜
研
堂
集
』
よ
り
見
れ
ば
、

銭
大
析
は
世
貞
の
詩
文
の
ス
タ
イ
ル
を
好
む
は
ず
も
な
く
、
彼
の
著
作
の
誤
謬

を
批
剣
し
て
い
る
が
、
そ
の
才
能
の
高
さ
は
認
め
て
、
同
地
域
の
先
輩
と
し
て

傘
敬
し
て
い
た
。
『
合
譜
』
と
『
銭
譜
』
は
い
ず
れ
も
世
貞
兄
弟
の
詩
文
に
基

づ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

『
銭
譜
』
は
『
合
譜
』
よ
り
後
に
編
纂
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
意
外
に
も
粗
末
な
も
の
で
あ
っ
た
。

清
末
以
降
、
王
世
貞
年
譜
の
編
纂
は
一
九
三

0
年
代
と
七

0
年
代
に
二
度
の

頂
貼
を
迎
え
る
。
一
九
=
二
年
、
奥
拾
は
「
清
明
上
河
園
輿
金
瓶
梅
的
故
事

及
其
街
幾

l
l王
世
貞
年
譜
附
録
之
一

1
l」
中
、
『
銭
諮
』
の
記
載
が
簡
略

に
す
ぎ
る
た
め
、
凡
そ
四

・
五
蔦
字
の
新
年
譜
を
作
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る

が
、
朱
星
が
疑
う
よ
う
に
、
恐
ら
く
こ
の
年
譜
は
未
完
成
で
あ
っ
た
。
奥
拾

に
引
き
綬
き
、
糞
如
文
は
三
八
年
に
「
ム
昇
州
先
生
文
拳
年
表
」
(
以
下

「年

表
」)
を
記
し
た
。
「
年
表
」

は
文
字
通
り
、
主
に
世
貞
の
文
相
学
活
動
を
扱
う

も
の
で
あ
る
が
、
他
の
事
跡
に
も
し
ば
し
ば
筆
が
及
ん
で
い
る
。
先
行
す
る
年

譜
類
と
比
べ
れ
ば
、
こ
の
「
年
表
」
は
一
初
め
て
世
貞
以
外
の
人
の
詩
文
集
を
利

用
し
、
『
明
史
』
・
『
銭
譜
』
の
謀
り
を
指
摘
す
る
な
ど
の
長
所
を
備
え
て
い

る
が
、
そ
の
反
面
、
胡
膝
麟
の
卒
年
を
蔦
暦
一
六
年
(
一
五
八
八
)
と
す
る
な

ど
の
大
き
な
誤
り
も
犯
し
て
い

M
P
「
年
表
」
の
後
、
主
世
貞
研
究
は
約
一
一
一

0

年
聞
の
低
迷
期
を
経
て
、
七

0
年
代
の
肇
湾
で
再
び
高
ま
っ
た
。
ま
ず
第
一
に

七
一
年
の
美
公
諮
『
王
斧
州
的
生
卒
輿
著
述
』
(
肇
湾
大
皐
修
士
論
文
〉
、
績

い
て
七
六
年
の
許
建
毘
『
王
世
貞
許
停
』
(
東
海
大
皐
修
士
論
文
〉
と
責
志
民

『
王
世
貞
研
究
』
〈
政
治
大
祭
博
士
論
文
、
以
下
『
研
究
』
〉
が
渡
表
さ
れ
た
。
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昔
一
女
氏
の
論
文
は
年
諮
の
代
り
に
、
略
停
の
形
式
で
世
貞
の
事
跡
を
紹
介
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
後
、
人
物
研
究
の
最
も
基
本
的
な
作
業
と
言

え
る
年
諮
の
役
割
が
次
第
に
皐
界
に
お
い
て
重
一
蹴
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
こ
の
傾
向
は
許
・
賀
商
氏
が
年
譜
を
論
文
の
中
心
部
分
と
し
た
こ
と
か
ら

も
窺
わ
れ
る
。
三
論
文
中
、
『
研
究
』
は
世
貞
の
事
跡
と
著
作
に
闘
し
て
最
も

庚
汎
に
言
及
し
て
お
り
、
首
時
の
代
表
作
と
言
え
る
。
一
方
、
八

0
年
代
に
は

中
園
大
陸
の
徐
朔
方
氏
が
「
古
文
僻
」
波
と
世
貞
の
重
要
性
を
認
め
、
「
論
王

世
貞
」
で
自
作
の
世
貞
の
未
刊
年
譜
を
註
に
引
用
し
て
い
る
。
だ
が
本
稿
の
執

(

5

)

 

筆
時
黙
で
は
、
そ
の
出
版
事
情
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
状
況
下
、
一
九
九
三
年
に
鄭
利
華
氏
『
王
世
貞
年
譜
』
(
以
下

少
本
書
。
)
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
著
作
に
よ
り
、
譜
主
の
研
究
は
再
び
大
き

く
進
展
し
た
の
で
あ
る
。

鄭
利
華
『
王
世
貞
年
譜
』
の
紹
介
と
評
償

本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

付
章
培
怪
『
新
編
明
人
年
譜
叢
刊
』
(
以
下

『叢
刊
』
)
序

同
著
者
『
王
世
貞
年
譜
』
序
一
ー
ー
一
一
頁

日

凡

例

三

頁

同

世

系

筒

表

付

口

四

l
五
頁

回

博

略

六

|

二

五

頁

円

年

譜

二

六

|
三
四
八
頁

伺

引

用

資

料

目

三

四

九

l
三
五
四
頁

本
書
は
上
海
復
旦
大
皐
古
籍
整
理
研
究
所
の
章
培
恒
氏
を
主
編
と
す
る
『
叢

刊
』
の
一
種
で
あ
る
〈
ほ
か
に
陳
正
宏
『
沈
周
年
譜
』
や
陳
褒
青
『
祝
允
明
年

譜
』
、
陳
勝
宏
『
鍾
懐
年
譜
』
な
ど
が
あ
る
〉
。
氏
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
シ

リ
l
ズ
は
一
九
八
六
年
か
ら
八
八
年
に
か
け
て
同
研
究
所
の
修
士
論
文
に
基
づ

い
て
補
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
「
譜
主
で
あ
る
こ
れ
ら
明
代
の
著
名
人
た

ち
に
封
す
る
系
統
的
な
研
究
は
ま
だ
な
い
」
と
の
認
識
に
基
づ
き
編
纂
さ
れ

た
。
本
書
の
著
者
の
鄭
利
華
氏
は
一
九
六
二
年
の
生
れ
、
同
研
究
所
の
修
士
・

博
士
放
を
取
得
し
て
、
現
在
は
同
研
究
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
元
明
清
文
闘
争
の

研
究
者
で
あ
る
。
九
五
年
四
月
に
、
氏
の
博
士
論
文
『
明
代
中
期
文
皐
演
進
輿

滅
市
形
態
』
も
同
大
皐
の
「
博
士
叢
書
」
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
著
者
が
「
凡
例
」
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
玉
世
貞
の
政
治

と
文
皐
思
想

・
官
途

・
皐
問
・

交
際
・
性
格
・
趣
味
諸
方
面
を
通
し
て
、
彼
を

研
究
す
る
た
め
の
基
本
資
料
を
提
供
し
た
上
で
、
そ
の
歴
史
上
の
位
置
及
び

「
後
七
子
」
と
い
う
文
皐
流
波
の
嘗
時
の
朕
況
を
考
察
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る

明
代
中
期
の
粧
品
目
文
化
の
理
解
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
本
書
の

「
年
譜
」
の
骨
子
部
分
は
す
で
に
九

O
年
『
明
代
文
皐
研
究
』
に
同
じ
題
目
で

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
出
版
に
あ
た
っ
て
は
、
先
の
「
年
譜
」
の
前
に

「
俸
略
」
を
添
加
し
内
容
の
補
充
を
困
る
と
共
に
出
典
を
逐
二
一
小
し
た
結
果
、

分
量
も
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
本
書
を
遁
讃
し
て
第
一
に
受
け
る
印
象
は
、

著
者
が
よ
く
『
穿
州
山
人
四
部
稿
』
と
『
績
稿
』
を
精
読
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
世
貞
は
楊
恨
と
並
び
明
代
に
お
け
る
最
も
著
述
の
多
い
人
物
で
、

例
え
ば
詩
文
集
だ
け
で
も
三
百
巻
に
近
い
膨
大
な
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
全
て
を
通
読
す
る
に
は
そ
れ
相
際
の
時
間
を
要
す
る
は
ず
で
あ
る
。
特
に
明

代
史
研
究
の
場
合
、
楊
廷
一
踊

・
楊
同
甫
編
『
清
人
室
名
別
稽
字
続
索
引
』
の
よ

う
な
便
利
な
工
具
書
も
編
纂
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
詩
文
中
に
表
わ
れ
る
字
・

挽
に
よ
っ
て
人
物
の
原
名
と
事
跡
を
考
詮
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

陸
例
に
関
し
て
言
え
ば
、
本
書
は
通
常
の
年
譜
類
と
ほ
ぼ
同
様
、
月
草
位
で

譜
主
の
事
績
を
記
す
。
月
の
下
に
大
字
で
主
な
事
項
と
そ
の
出
典
を
掌
げ
、
細
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字
で
原
典
を
引
用
し
、
そ
の
疑
問
の
あ
る
箇
所
を
次
の
案
語
で
説
明
し
、
関
係

人
物
の
略
俸
と
そ
の
資
料
を
紹
介
し
て
い
る
。
ど
の
月
に
繋
け
る
か
確
定
で
き

な
い
譜
主
の
事
跡
と
若
干
の
重
要
な
時
事
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
の
最
後
に
列

摩
し
て
い
る
。
案
語
は
二
二
ハ
項
あ
り
、
多
く
は
詩
文
の
創
作
(
他
人
の
作
品

も
含
む
〉
さ
れ
た
時
聞
と
関
係
人
物
の
事
跡
の
考
詮
で
あ
る
。
『
合
譜
』
の
編

者
は
時
折
、
世
貞
が
記
し
て
い
る
詩
文
の
執
筆
時
が
事
貨
と
符
合
し
な
い
こ
と

を
指
摘
す
る
の
み
で
、
考
査
は
行
っ
て
い
な
い
。
本
書
の

一
一
一
一
頁
や
一
八
九
・

二
一
一
一
|
一
二
四
頁
な
ど
で
は
、
年
月
記
載
の
誤
り
に
つ
い
て
初
め
て
考
詮
し

て
い
る
。
梁
有
血
官
・
貌
裳
と
世
貞
の
交
友
開
始
の
時
期
〈
六
五
頁
)
、
宗
臣
(
六

九
頁
〉
・
李
肇
鵡
(
一
一
九
頁
)
の
官
を
融
附
し
た
時
期
、
劉
景
留
が
貴
州
兵
備

の
任
に
就
い
た
時
期
〈
八
七
頁
)
、
貌
裳
の
卒
年
(
二
三
六
頁
〉
、
徐
中
行
の

文
集
の
刊
行
時
期
〈
二
八
九
頁
)
に
つ
い
て
も
、
本
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
登
場
人
物
の
略
俸
は
三
二
四
項
あ
り
、
そ
の
カ
バ
ー
す
る

範
圏
は
か
な
り
庚
い
。
『
研
究
』
と
比
べ
れ
ば
、
そ
れ
が
注
意
し
て
い
な
い
顧

允
揚
・
裳
租
庚
・

章
美
中
・
李
孔
陽
・
陵
一
鳳
・
路
大
猷

・
王
鉄
・
梁
孜
・
呉

嘉
曾

・
奥
獄

・
奨
献
科
・
宋
大
武
・
張
希
暴
・
李
嵩
・
張
師
品
目

・
尤
求

・
活
路

期
・
陸
総
・
葛
紛
・
李
鍵
・
胡
維
新
・
段
遜
・
王
宮
用
・
狂
時
元
・
沈
憧
・
莫

土
龍
・
察
範
・
董
完
封
・
王
頗
・
在
宗
元
・
張
崇
倫
・
向
徳
恒
・
程
扶
笈
・
察

一
機
・
馬
顧
津
等
々
、
お
お
よ
そ
八

O
以
上
の
人
物
に
つ
い
て
本
書
は
取
り
扱

っ
て
い
る
。
彼
ら
は
従
来
の
明
史
研
究
の
覗
黙
よ
り
見
れ
ば
、
著
名
度
な
い
し

研
究
史
の
厚
さ
に
於
い
て
祝
允
明
・
李
鵬
買
・
蓑
宏
道
な
ど
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
が
、
そ
の
ほ
ぼ
牢
ば
は
進
士
や
掌
人
の
出
身
で
、
「
古
文
僻
」
渡
の
勢
力
が

各
地
へ
庚
が
る
過
程
に
お
け
る
役
割
の
上
で
、
或
い
は
巌
嵩
・
高
扶
・
張
居
正

等
の
政
壇
の
有
力
者
と
刑
判
抗
す
る
一
つ
の
文
人
集
闘
の
基
盤
と
し
て
、
充
分
研

究
の
意
味
が
あ
る
人
物
と
恩
わ
れ
る
。

従
来
の
王
世
貞
に
関
す
る
年
譜
は
、
彼
自
身
の
著
作
に
重
き
を
置
く
あ
ま

り
、
彼
に
制
到
す
る
嘗
時
の
不
評
・
反
針
意
見
と
い
っ
た
も
の
に
は
言
及
し
な
か

っ
た
。
こ
れ
に
釣
し
、
本
書
は
親
友
門
生
の
記
載
も
充
分
利
用
し
て
そ
れ
ら
の

事
柄
を
も
掲
載
し
て
お
り
、
一
歩
進
ん
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
寓
暦

八
・
九
年
の
聞
の
、
王
世
貞
・
王
錫
爵
兄
弟
等
は
玉
蕪
貞
ハ
王
錫
爵
の
女
〉
を

師
と
し
て
あ
が
め
、
死
後
仙
人
に
な
っ
た
と
大
々
的
に
宣
停
し
た
た
め
、
妖
言

惑
衆
の
か
ど
で
他
の
官
僚
よ
り
溜
劾
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

『合

譜
』
で
は
数
行
を
さ
く
の
み
で
あ
り
、
叉
、
『
研
究
』
で
は
世
貞
の
著
作
の
み

を
参
考
資
料
と
し
た
た
め
、
結
局
彼
の
立
場
に
立
っ
た
判
断
を
下
す
こ
と
し
か

で
き
な
か
っ
た
。
木
書
の
二
八
四
頁
で
は
、
営
時
、
調
停
の
任
に
嘗
っ
た
友
人

で
あ
る
徐
皐
設
の
手
紙
を
引
い
て
、
徐
氏
も
世
貞
た
ち
の
取
っ
た
態
度
に
不
満

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
八
八
頁
と
三
四

O
頁
で
は
、
門
客
で

あ
っ
た
屠
隆
と
段
都
の
手
紙
に
よ
り
、
晩
年
の
世
貞
は
道
術
を
皐
ぶ
と
明
言
し

な
が
ら
も
、
な
お
人
か
ら
の
詩
文
製
作
依
頼
に
答
え
、
叉
。
遊
宴
の
曾
φ

の
主

催
及
び
参
加
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
世
間
と

波
交
渉
で
あ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
必
ず
し
も
そ
れ
を
全
う
で

き
な
か
っ
た
、
彼
の
立
場
と
複
雑
な
心
境
を
示
す
黙
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

三
四
六
|
三
四
七
頁
で
は
、
殿
都
・
唐
時
升
の
記
載
を
も
っ
て
、
従
来
空
白
で

あ
っ
た
高
暦
一
八
年
四
月
か
ら
冬
ま
で
の
世
貞
の
生
活
を
究
明
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
前
後
の
時
期
の
彼
は
、
年
相
賂
の
園
熱
味
を
増

し
封
人
関
係
も
好
ま
し
い
も
の
と
な
っ
た
、
と
す
る
通
読
と
は
異
な
り
、
「
死

生
褒
散
」
の
苦
し
み
に
射
す
る
執
着
と
怒
気
を
設
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
こ
と

が
窺
わ
れ
、
こ
れ
は
彼
が
こ
の
世
を
去
る
直
前
ま
で
績
い
た
よ
う
で
あ
る
。

参
考
資
料
に
関
し
て
は
、
五
十
黙
に
も
及
ぶ
地
方
志
を
利
用
し
て
お
り
、
言

う
ま
で
も
な
く
『
研
究
』
(
十
二
貼
)
よ
り
も
充
賞
し
て
い
る
。
更
に
注
目
さ
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れ
る
の
は
、
明
中
・
晩
期
の
詩
文
集
の
利
用
数
が
百
貼
を
越
え
て
お
り
、
『
研

究
』
(
四
十
黙
未
満
)
を
遥
か
に
凌
駕
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
資
姫
水

『
黄
淳
父
先
生
集
』
・
章
美
中
『
草
玄
峰
先
生
詩
集
』

・
徐
文
通
『
徐
汝
恩
詩
』
・

徐
師
曾
『
湖
上
集
』
・

徐
桂
『
徐
茂
奥
詩
集
』
・
王
道
行
『
桂
子
園
集
』
・
張
九

一
『
線
波
桜
詩
集
』
・
股
都

『爾
雅
資
文
集
』
・
影
年
『
隆
池
山
樵
詩
集
』
・
飽

腐
『
総
穏
文
集
』
・
李
春
芳
『
胎
安
堂
集
』

・
奥
稼
姪
『
玄
蓋
副
草
』

・
鴻
汝
弼

『
鴻
柏
山
先
生
集
』

・
董
一
裕
『
董
司
短
文
集
』
の
よ
う
な
、
憂
輔
円
で
も
日
本
で

も
殆
ん
ど
所
磁
さ
れ
て
い
な
い
珍
し
い
文
献
も
捜
し
集
め
た
結
果
、
本
書
の
内

容
は
塑
富
な
も
の
と
な
っ
た
。
以
上
よ
り
、
本
書
は
今
後
の
明
代
中
・
晩
期
に

お
け
る
人
物
研
究
の
参
考
す
べ
き
年
譜
と
し
て
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
容
易
に

珠
想
さ
れ
る
。

し
か
し
、
本
書
も
完
全
で
は
な
い
。
ま
ず
、
先
行
研
究
ゃ
、
関
連
す
る
研
究

範
囲
の
業
績
を
把
揮
し
き
れ
て
お
ら
ず
或
い
は
重
現
し
て
い
な
い
た
め
か
、

「
引
用
資
料
目
」
に
は
民
園
以
来
の
膨
大
な
王
世
貞
研
究
の
業
績
に
つ
い
て
一

鈷
も
摩
げ
て
い
な
い
。
た
と
え
外
園
の
研
究
情
況
は
知
り
難
い
と
し
て
も
、
張

怒
剣
『
明
清
江
蘇
文
人
年
表
』
さ
え
参
照
し
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
承
服

で
き
な
川
ご
ぜ
ら
に
、
一
次
史
料
も
更
に
補
充
の
必
要
が
あ
り
、
特
に
奥
園
倫

『
飯
甑
洞
績
稿
』

・
徐
階
『
世
経
堂
集
』

・
劉
鳳
『
子
威
先
生
潜
思
集
』
・
陸
光

租
『
陸
遊
関
公
遺
稿
』
・
劉
景
翻
『
太
白
原
稿
』
・
王
穂
登
『
南
有
堂
詩
集
』
と

『
謀
野
集
』
な
ど
の
関
係
資
料
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る
。
年

譜
内
の
記
事
の
遺
漏
に
関
し
て
は
、
『
研
究
』
と
比
べ
て
見
る
と
、
嘉
靖
三

七
・
四
二

・
四
五
年
、
隆
旋
ニ

・
四
年
、
高
暦
元
・
二

・
三

・
五

・
六
・
八
・

一
0
・
一
二
・
二
ハ
年
な
ど
の
年
に
つ
い
て
、
四
箇
所
或
い
は
そ
れ
以
上
世
貞

の
重
要
な
事
跡
を
載
せ
て
い
な
い
。
ま
た
郭
紹
虞
が
紹
介
し
た
、
高
暦
一
四
年

に
世
貞
が
在
道
昆
兄
弟
と
屠
隆
等
一
り
南
扉
詩
祉
に
参
加
し
た
と
い
う
項
目
も
燭

れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

私
見
を
述
べ
る
な
ら
、
周
知
の
史
料
で
も
よ
り
深
く
譲
め
ば
、
新
た
な
興
味

深
い
知
見
は
ま
だ
後
見
で
き
る
。
常
に
注
目
さ
れ
る
蹄
有
光
と
王
世
貞
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か
ら
雨
者
の
文
皐
主
張
の
相
違
に
の
み
注
目
が
集
ま

り
、
そ
れ
以
外
の
競
黙
か
ら
二
人
の
関
係
を
把
揮
し
よ
う
と
す
る
作
業
が
絞
如

し
て
い
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
、
近
年
佐
藤
一
郎
氏
は
同
時
代
の
同
郷
人
と
い
う

地
域
的
な
擦
が
り
か
ら
二
人
の
関
係
に
闘
す
る
新
た
な
考
察
を
行
っ
た
が
、
貸

は
二
人
の
微
妙
な
関
係
は
、
そ
の
重
複
す
る
交
際
圏
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
有

光
の
郷
試
の
座
主
は
世
貞
の
座
主
と
同
じ
く
張
治
で
あ
っ
た
し
、
有
光
の
門
人

の
王
執
碓
(
字
は
子
敬
)
・
陸
汝
陳
(
字
は
明
義
)
、
友
人
の
王
世
徳
(
{
子
は
永

美
〉
は
各
々
世
貞
の
族
人
・
親
族
・
堂
兄
で
あ
っ
た
。
有
光
の
友
人
の
陳
文

燭
・
稔
允
文
・
徐
中
行
・
周
恩
煮
た
ち
も
す
べ
て
世
貞
の
友
人
で
あ
り
「
古
文

辞
」
波
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
。
『
震
川
先
生
集
』
に
は
「
西
王
母
像
賛
」

の
ほ
か
に
、
個
師
氏
が
隆
慶
年
聞
に
世
貞
と
交
際
し
た
誼
援
と
な
る
次
の
手
紙
二

通
が
残
さ
れ
て
い
る
。
「
京
口
に
至
り
て
、
曾
て
文
字
に
委
悉
を
具
え
、
人
を

遣
し
て
鳳
洲
行
省
に
迭
る
」、

及
び

「王
元
美
大
名
よ
り
還
り
て
、
彼
の
撫
公

の
意
を
致
す
、
大
略
王
少
宰
〈
王
本
国
か
〉
の
云
う
所
の
如
く
、
片
品
に
書
院
山

長
と
作
す
べ
き
の
み
、
と
。
方
に
爾
く
せ
ん
と
せ
し
に
、
次
い
で
且
つ
元
美
の

此
の
言
を
得
、
始
め
て
復
た
行
計
を
作
す
」
か
じ
め
る
。
ま
た
、
有
光
は
世
態
と

共
に
陳
文
燭
の
詩
舎
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
見
る

と
、
晩
年
の
有
光
が
、
世
貞
に
劃
し
て
封
抗
意
識
を
抱
き
つ
づ
け
て
い
た
と
い

う
銭
謙
盆
の
設
は
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
分
析
を
総
合
す
る
と
、
先
に
提
示
し
た
著
者
の
執
筆
一意園
か

ら
し
て
、
本
書
の
重
黙
は
確
か
に
世
貞
の
仕
官

・
交
遊
・
著
作
年
代
の
考
誼
に
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置
か
れ
て
は
い
る
と
は
い
え
、
寅
際
の
所
、
そ
の
文
皐
思
想
の
全
貌
と
獲
化
さ

え
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
し
て
そ
の
興
味
・
関
心
と
思
想
の
究
明
は
あ
ま
り
な

さ
れ
て
い
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
世
貞
は
宋
の
玉
懸
麟
、
明
の
楊
慣
に
比
す

る
博
識
家
で
、
彼
の
興
味
・
関
心
は
書
董
・
金
石
草
木
・
道
教
例
数
・
詞
曲
・

諸
子
百
家
の
典
籍
な
ど
庚
き
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
中
、
従
来
か
ら
燭
れ
ら

れ
る
こ
と
最
も
少
な
い
彼
の
思
想
、
す
な
わ
ち
朱
皐
を
批
判
し
主
撃
を
認
め
る

皐
聞
の
立
場
は
『
四
部
稿
』
「
衝
記
」
・
「
宛
委
鈴
編
」
、
『
讃
書
後
』
の
諸
篇
に

窺
わ
れ
る
。
一
方
、
『
金
瓶
梅
』
の
著
者
が
世
貞
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
問
題

に
お
い
て
、
重
要
な
鍵
と
な
る
彼
自
身
の
山
東
方
言
や
英
語
に
劃
す
る
能
力
・

理
解
の
程
度
、
叉
四
O
代
前
後
に
お
け
る
生
活
と
そ
の
中
で
創
作
に
さ
か
れ
た

時
聞
の
問
題
|
!
こ
の
こ
と
は
『
金
瓶
梅
』
が
百
巻
に
及
ぶ
大
著
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
十
分
に
吟
味
す
る
に
値
す
る
問
題
で
あ
る
|
|
そ
し
て
彼
の
家
蔵

し
て
い
る
紗
本
の
俸
承
と
玉
標
登
・
屠
隆
・
徐
階
と
の
関
係
も
重
要
で
あ
M
P

だ
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
編
年
鐙
の
睦
例
の
限
界
も
あ
っ
て
、
本
文
に
取
り
入

れ
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
(
こ
の
黙
に
関
し
て
は
次
の
章
を
参
照
)
。

以
上
、
本
書
の
内
容
及
び
そ
こ
よ
り
生
じ
る
問
題
を
簡
皐
に
ま
と
め
た
。
績

い
て
、
若
干
の
訂
正
や
補
遺
を
要
す
る
箇
所
を
列
奉
し
よ
う
。
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一
五
頁
『
明
史
』
「
王
停
俸
」
の
「
秋
防
の
事
峻
り
て
、
就
ち
兵
部
右
侍

郎
を
加
え
ら
る
。
蔚
遼
組
督
楊
博
朝
に
還
り
、
間
ち
停
を
移
し
て
之
に
代
ぅ
。

尋
い
で
右
都
御
史
に
進
む
」
(
傍
線
は
評
者
)
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

八
九
頁
の
『
明
貫
録
』
・
『
治
漠
先
生
集
』
の
王
将
が
総
督
の
任
に
就
く
前
に
兵

部
左
侍
郎
・
右
都
御
史
に
任
ぜ
ら
れ
た
記
事
と
は
矛
盾
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

す
で
に
責
雲
眉
が
指
摘
し
て
い
辺
。

四
九
頁
「
張
玉
亭
」
を
未
詳
と
し
、

「
玉
亭
」
を
字
と
考
え
て
い
る
。

『
崇
蘭
館
集
』
に
は
同
じ
詩
舎
で
作
っ
た
詩
を
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
題
名
は

「
同
謝
茂
秦
(
榛
の
字
)
山
人
察
子
木
(
汝
楠
の
字
〉
太
守
張
汝
玉
王
元
美

(
世
貞
の
字
〉
二
比
部
過
集
呉
峻
伯
〈
維
獄
の
字
〉
比
部
宅
即
席
各
賦
得
飛

字
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
玉
亭
」
は
張
氏
の
践
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
『
嬰
文

殻
公
集
』
に
載
せ
る
「
粛
山
の
張
子
汝
玉
寅
に
命
を
奉
じ
て
江
南
に
之
く
」
と

い
う
句
か
ら
考
え
る
と
、
『
粛
山
豚
志
稿
』
に
記
載
の
あ
る
「
張
燭
、
字
は
汝

玉
、
楓
郎
の
仲
孫
、
嘉
靖
甲
辰
の
進
士
、
刑
部
江
西
滑
吏
司
を
授
け
、
戊
申
侠

西
司
郎
中
に
陸
る
」
と
は
同
一
人
物
で
あ
M
F

五
五
頁
「
念
二
日
」
と
は
廿
二
日
の
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
「
旋
風
破
獄

舎
」
は
二
十
二
日
に
繋
け
る
べ
き
で
あ
る
。

八
二
頁
謝
榛
と
仲
が
悪
く
な
っ
た
原
因
を
、
『
列
期
詩
集
小
停
』
(
以
下

『
小
俸
』
〉
の
解
穫
を
引
用
し
て
述
べ
て
い
る
が
、
も
と
よ
り
、
そ
の
解
穫
は

十
分
か
つ
公
正
で
は
な
い
。
陳
建
華
や
彦
可
斌
氏
な
ど
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

謝
榛
の
詩
文
が
粗
俗
に
な
っ
た
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で
あ
る
が
、
彼
が
庶
民
で

あ
っ
て
他
の
六
子
が
進
士
で
あ
る
と
い
う
身
分
の
蓬
ル
一
ま
た
謝
榛
が
政
界
の

有
力
者
に
取
り
入
っ
た
と
い
う
事
寅
も
無
視
で
き
な
い
。
蛍
然
、
「
古
文
辞
」

汲
に
制
到
す
る
銭
謙
金
の
偏
見
も
し
く
は
窓
評
に
十
分
な
注
意
を
梯
わ
な
け
れ
ば

亡
コ

E

、。

+ん
p
v
Jサ
九
、
uv

一
O
二
頁
『
小
停
』
を
引
用
し
て
、
「
聖
少
」
を
名
と
す
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
二
八
五
頁
に
引
く
世
貞
の
「
壬
午
元
日
興
敬
美
〈
世
懲
の
字
〉
祝
聖
少

飲
即
事
」
、
ま
た
『
四
漠
山
人
全
集
』
「
中
秋
夜
衡
河
芝
舟
同
王
元
美
顧
聖
少

酔
賦
」
と
い
う
詩
名
上
の
表
記
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
顧
氏
の
字
で
あ
る
。

『
研
究
』
で
す
で
銃
紛
介
さ
れ
て
い
る
遁
り
、
顧
氏
の
名
は
聖
之
、
聖
少
・
季

狂
は
そ
の
字
で
あ
る
。

一
五
二
頁
腸
有
光
「
項
恩
桑
文
集
序
」
を
引
用
し
て
、
こ
れ
を
嘉
靖四一一一
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年
に
掛
け
て
い
る
の
は
『
研
究
』

と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
中
の
「
(
項

子
検
〉
余
と
京
師
に
遇
う
」
、
ま
た
錦
有
光
が
子
燥
に
つ
い
て
「
奇
を
懐
い
て

未
だ
試
せ
ず
」
と
言
い
、
世
点
を

「
妄
庸

E
子
」
と
卑
し
め
る
内
容
を
分
析
す

れ
ば
、
有
光
と
子
燃
は
世
貞
の
文
名
が
か
な
り
高
い
時
期
、
且
つ
曾
試
の
行
わ

れ
た
年
に
北
京
で
舎
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
序
」
は
嘉
靖
二
九

か
三
二、

三
五
、
三
八
、
四
一
年
の
い
ず
れ
か
の
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
特
に
後
の
方
の
年
の
可
能
性
が
高
い
。

一
八
三
頁
「
王
復
」
が
誰
か
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く

と
も
名
で
は
な
く
、
「
公
暇
」
(
周
天
球
〉

・
「
子
念
」
(
前
回
日
目
先
〉
等
と
問

機
、
人
の
字
で
あ
る。

二
二
七
頁
「
於
信
夫
」
を
「
未
詳
」
と
す
る
。
『
研
究
』
も
「
信
夫
」
を

名
と
誤
っ
て
い
る
。

『
湖
南
通
士
山
』
に
「
於
文
徴
、
字
は
信
夫
、
武
陵
の
人
、

嘉
梢

一
九
年
の
穆
人
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
合
致
す
る
。

二
三
三
頁

「
丘
汝
諜
」

を
未
詳
と
す
る
。
『
研
究
』
は
彼
の
資
料
を
奉
げ

て
い
な
い
。
詩
題
に
「
楚
人
丘
戸
部
汝
謙
」
と
あ
り
、
ま
た
『
王
奉
常
集
』

「
初
秋
日
同
諸
名
勝
集
丘
謙
之
戸
部
席
分
韻
得
高
字
時
余
以
服
関
謁
選
初
至
」

と

『
紙
甑
洞
綬
稿
』
「
夏
日
丘
謙
之
島
問
羨
長
(
安
期
の
字
)
見
訪
北
園
」、

同

「
方
山
人
詩
序
」
に
見
え
る
「
丘
潮
州
議
之
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
彼
の
{
子
は
謙

之
で
、
か
つ
潮
州
知
府
の
任
に
就
い
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
『
潮
州
府

士
ゆ
』
の
「
丘
湾
雲
、
{子
は
謙
之
、
腕
城
の
人
、
進
士
に
由
る
」
と
い
う
記
事
は

こ
れ
に
合
致
十
一
却
。

二
三
七
頁
「
習
孔
数
」
を
「
習
検
討
」
と
同
じ
人
物
と
疑
っ
て

い
る
が
、

恐
ら
く
『
研
究
』
の
指
摘
の
よ
う
に
、
習
検
討
は
孔
数
の
父
で
あ
ろ
う
。

二
四
八
頁
『
四
部
稿
』
の
巻
数
を
「
百
五
十
巻
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
現

行
本
一
七
四
巻
の
「
世
経
堂
本
」
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
二
五
九
頁
で
狂
遁
昆

の
「
序
」
の
み
し
か
引
用
し
て

い
な
い
の
も
、
そ
の
刊
行
時
の
設
明
と
し
て
不

足
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
、
『
研
究
』
は
己
に
『
四
部
稿
』
が
高
暦
四

・

五
年
の
二
回
に
わ
た
り
刊
行
さ
れ
、
一
八

0
・
一
七
四
谷
二
種
の
巻
数
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

二
五
六
頁
陸
楚
生
を
「
未
詳
」
と
す
る
。
『
王
奉
常
集
』
「
京
口
遊
山

記
・
上
」
の
「
陸
子
楚
生
」
の
句
に
よ
れ
ば
、
楚
生
は
字
の
は
ず
で
あ
る
。
ま

た、

そ
の
詩
部
に
あ
る
「
中
表
陵
楚
生
来
京
師
未
幾
卸
借
談
黍
軍
(
談
思
重
)

南
還
」
と
い
う
詩
題
、
及
び
「
迭
陵
元
量
出
按
庚
右
」
・
「
迭
談
黍
軍
還
江
南
」

の
二
詩
が
時
代
順
に
並
ん
で
い
る
こ
と
よ
り
考
え
れ
ば
、
楚
生
と
は
陸
元
量
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
六
一
頁
『
小
停
』
「
胡
態
麟
俸
」
を
引
用
し
て
、
晩
年
の
世
貞
は
胡
の

詩
作
に
劃
し
て
嫌
悪
感
を
示
し
て
い
た
と
い
う
停
聞
を
載
せ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
三
四
七
頁
に
あ
る
、
世
貞
が
死
の
直
前
に
胡
を
呼
ん
で
『
績
集
』

の
序
文
と
校
訂
の
仕
事
を
依
頼
し
た
と
い
う
事
賓
と
矛
盾
す
る
。
こ
れ
も
ま
た

銭
謙
盆
の
偏
見
の
一
端
を
示
し
て
い
よ
う
。

二
七
八
頁
隠
有
光
の
評
債
に
つ
い
て
、
世
貞
の
文
一
章
一
中
に
見
え
る
「
近
代

名
手
」
と
の
許
諾
し
か
引
い
て
い
な
い
。
し
か
し
、
原
文
は
「
故
よ
り
是
れ
近

代
の
名
手
」
に
績
け
て
、
腸
氏
を
世
貞
の
評
債
が
あ
ま
り
高
く
な
い
緯
愈

・
欧

陽
筒
(
特
に
後
者
)
に
擬
し
、
有
光
の
文
才
を
「
起
伏
と
結
構
」
に
於
い
て
依

け
る
と
言
い
、
「
照
際
貼
綴
に
至
り
で
は
、
沼
え
て
少
か
る
べ
か
ら
ず
、
叉
こ

れ
を
琢
き
て
痕
無
き
を
貴
ぶ
も
此
れ
母
し
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
文
脈
よ
り
見

れ
ば
、
こ
の
文
章
は
二
人
の
不
仲
を
語
る
も
の
で
あ
り
、
錆
氏
の
文
皐
上
の
地

位
を
『
穿
州
山
人
績
稿
』
「
飼
有
光
賃
並
序
」
の
よ
う
に
高
く
評
債
す
る
も
の

で
は
な
い
。

二
九
八
頁

「
方
仲
美
」
を
未
詳
と
す
る
。
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序
」
に
よ
る
と
、
方
仲
美
は
曾
て
長
期
開
呉
園
倫
と
共
に
住
ん
で
お
り
、
従
兄

は
「
定
之
(
方
弘
静
の
字
〉
司
徒
」
、
そ
の
子
は
「
用
謙
」
で
あ
る
。
な
お
、

方
仲
美
は
王
稚
欽
と
共
に
詩
祉
を
結
成
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
浦
町

三
四
二
頁
『
品
芥
山
堂
別
集
』
〈
以
下
『
別
集
』
〉
を
高
暦
一
七
年
に
完
成

し
た
と
す
る
が
、
『
研
究
』
は
一
七
・
一
八
年
の
閲
と
し
て
い
る
。
『
別
集
』

「
吏
部
品
同
書
表
」
は
一
八
年
二
月
の
楊
鋭
の
退
職
に
ま
で
筆
が
及
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
剣
断
す
れ
ば
、
こ
の
書
は
一
度
編
成
さ
れ
た
後
、
更
に
檎
訂
さ
れ
た
こ

(
幻
)

と
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

最
後
に
、
細
か
い
こ
と
で
あ
る
が
、
誤
植
と
思
わ
れ
る
文
字
が
散
見
さ
れ

る
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
例
え
ば
、
四
九
頁
二
二
行
日
山
間
↓
劇
、
一
六
二
一良
七

行
口
調
執
政
↓
帯
、
ニ
ニ

O
頁
一
行
一
司
矧
↓
劃
な
ど
で
あ
る
。
史
料
を
引
用

す
る
場
合
、
原
則
と
し
て
世
貞
自
身
が
編
纂
し
た
『
斧
州
山
人
四
部
稿
』
と

『
繍
稿
』
を
、
董
復
表
の
『
会
州
史
料
』
よ
り
も
信
頼
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一

例
を
翠
げ
れ
ば
、
一
六
五
頁
で
引
い
て
い
る
『
穿
州
史
料
』
「
題
葉
秀
才
篤
方

氏
遺
葡
復
姓
記
後
」
の
内
容
は
、
『
四
部
稿
』
「
題
葉
秀
才
篤
方
氏
復
姓
記
後
」

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
・
「
建
文
の
末
、
天
下
の
能
く
義
に
殉

ず
る
と
名
・
つ
く
る
者
」
を
「
建
文
の
役
、
天
下
の
能
く
義
に
殉
ず
る
と
名
・
つ
く

る
者
」
に
改
め
て
い
る
が
、
そ
う
す
る
と
成
租
側
が
「
義
」
と
な
っ
て
し
ま

う
。
ま
た
、
「
而
る
に
牽
く
は
そ
の
意
を
意
外
の
日
に
快
ば
す
あ
た
わ
ざ
る
者

有
り
」
を
「
而
る
に
牽
く
は
そ
の
意
を
意
の
外
に
快
ば
す
あ
た
わ
ざ
る
者
有

(n) 

り
」
に
改
め
、
逆
に
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

今
後
の
新
年
諮
編
纂
に
制
到
す
る
私
見
並
び
に
提
案
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上
述
の
よ
う
に
、
編
年
慢
の
形
式
は
本
書
の
内
容
が
よ
り
豊
富
に
な
る
は
ず

で
あ
る
と
こ
ろ
を
制
限
し
て
し
ま
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。
そ
れ
を
補
う
方
法
に

闘
し
て
、
梁
啓
超
は
『
中
園
歴
史
研
究
法
補
編
』
の
中
で
巴
に
示
唆
に
富
む
褒

号一口
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
譜
主
の
死
後
の
閥
係
資
料
を
「
譜
後
」
の
形
式
で

列
翠
し
、
そ
の
編
年
で
き
な
い
雑
事

・
代
表
的
な
文
章
及
び
言
論
、
そ
し
て
重

要
な
考
詮
・
批
-
評
を
「
附
録
」
に
紹
介
説
明
す
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い

(
ね
)

る
。
「
譜
後
」
を
活
用
し
た
例
と
し
て
最
近
出
版
さ
れ
た
陳
訓
慈
・
方
租
猷

『
寓
斯
同
年
譜
』
が
翠
げ
ら
れ
る
。
こ
の
書
は
譜
主
の
死
後
二
八
七
年
ま
で
の

(
M
)
 

閥
係
項
目
を
庚
く
集
め
て
い
る
。
こ
れ
と
比
べ
る
と
、
世
貞
が
逝
去
し
た
後
に

闘
し
て
、
『
研
究
』
が
二
僚
目
し
か
牽
げ
て
お
ら
ず
、
「
年
表
」
が
四
候
目
し
か

翠
げ
て
い
な
い
の
は
、
あ
ま
り
に
も
寂
し
す
ぎ
る
。
世
貞
の
聞
学
問
に
制
到
す
る
支

南
英
・
裳
宏
道
・
孫
鎖
・
張
岱
・
銭
謙
盆
ら
の
批
剣
|
|
そ
れ
ら
が
正
嘗
な
も

の
で
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
1
1
1
と
陳
子
筒
「
雲
一
関
汲
」
へ
の
縫
承
、
明
末

ま
で
の
世
貞
の
親
友
門
客
の
活
動
、
王
氏
一

一族
の
波
落
、
世
貞
書
査
の
散
侠
な

ど
も
史
賓
と
し
て
記
載
す
べ
き
で
あ
る
。
外
園
に
お
け
る
世
貞
の
影
響
と
彼
に

削到す
る
評
償
等
に
関
し
て
言
え
ば
、
荻
生
狙
僚
と
そ
の
暴
汲
の
著
作
と
主
張
に

(
符
)

燭
れ
る
こ
と
は
蛍
然
必
要
で
あ
る
し
、
い
ま
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
朝

鮮
側
の
史
料
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
例
を
翠
げ
て
み
る
と
、
『
朝
鮮

王
朝
貫
録
』
宣
租
三
四
年
三
六

O
O
)
・
光
海
君
七
年
〈
一
六
一
四
〉
に
は
、

世
貞
が
中
園
の
「
文
章
大
家
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
『
別
集
』
に
見

え
る
朝
鮮
の
歴
史
に
関
す
る
誤
謬
に
劃
し
て
厳
し
い
評
債
の
な
さ
れ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
し
、
叉
粛
宗
二
八
年
(
一
七

O
一
)
に
は
、
逆
に
同
甜一回
の
科
翠

に
つ
い
て
の
記
事
を
信
頼
で
き
る
資
料
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

記
事
も
「
譜
後
」
に
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
李
朝
に
お
け
る
世
貞
の

評
債
を
他
日
に
研
究
す
る
際
の
良
い
手
引
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

他
の
年
譜
叢
刊
と
比
べ
れ
ば
、
本
書
の
僅
裁
上
の
内
容
不
足
は
な
に
も
著
者
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一
人
の
責
任
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
『
叢
刊
』
の
編
集
方
針
に
も
関
係
し
て
い

る
。
八

0
年
代
か
ら
最
近
ま
で
出
版
中
で
あ
る
中
華
書
局
の
「
年
譜
叢
刊
」
の

盤
裁
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
付
譜
主
の
向
円
像
童

・
筆

跡

・
著
作

・
故
郷
や
遊
覧
し
た
場
所
の
潟
員
、
同
「
前
言
」
で
譜
乏
の
一
生
の

紹
介
、
及
び
年
譜
の
参
考
文
献
の
解
説
、
同
本
文
、
同
「
附
録
」
で
諮
主
の
停

記

・
墓
誌
銘
・
行
朕

・
紳
道
碑
、
地
方
誌
の
略
博
な
ど
を
網
羅
す
る
。
本
書
と

比
べ
て
、
中
華
書
局
の
シ
リ
ー
ズ
は
特
に
「
附
録
」
を
重
視
し
て
、
同
時
代
及

び
後
世
の
人
び
と
の
記
載
よ
り
見
た
、
譜
王
の
イ
メ
ー
ジ
の
同
変
化
を
示
そ
う
と

す
る
意
欲
が
見
え
る
。
一

方
、
上
海
古
籍
出
版
社
も
「
中
園
歴
史
人
物
年
譜
」

と
い
う
シ
リ
ー
ズ
を
設
け
て
い
る
。
そ
の
編
纂
方
法
に
は
中
華
書
局
と
多
少
の

異
な
る
黙
が
あ
る。

す
な
わ
ち
篤
輿
に
綴
い
て
、
諮
主
に
制
到
す
る
紹
介
及
び
全

鰻
の
-
評
償
の
「
前
言
」
と
、
専
ら
年
譜
の
鐙
裁
を
説
明
す
る

「
編
例
」
を
分
け

た
り
、
市
聞
記
と
他
人
の
詩
文
集

・
筆
記
に
見
え
る
関
連
記
事
を
庚
く
列
寧
し
て

「
附
録
」
の
内
容
に
盛
り
、
込
む
等
、
よ
り
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
。
更
に
、
参

考
文
献
の
版
本
を
明
記
す
る
黙
と
人
名
索
引
は
護
者
に
射
し
て
大
き
な
便
宜
を

輿
え
る
も
の
で
あ
る
。
『
叢
刊
』
は
こ
れ
ら
の
黙
に
お
い
て
見
劣
り
が
す
る
と

言
え
よ
う
。

以
上
、
私
見
を
述
べ
て
き
た
。
中
に
は
-
評
者
の
見
誤
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
著
者
の
御
海
容
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
本
書
に
基
づ
き
、
更
に
充
貧
し
た

王
世
貞
年
譜
が
編
纂
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

註(
1

)

青
木
正
児
『
清
代
文
獲
J

評
論
史
』

第
一
・
四
・
八
章
な
ど
を
参
照
。

(
2
)

銭
大
断
『
穿
州
山
人
年
譜
』
は
『
洪
文
敏
・
陵
放
翁
・
王
伯
厚
・
王

(
岩
波
書
庖
、

一
九
五

O
年)、

会
州
四
家
年
譜
』
(
肇
北
、
康
文
書
局
、
一
九
八

O
年
〉
所
枚
。
世
貞

に
封
す
る
銭
氏
の
評
債
は

『
潜
研
裳
集
』
(
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
九
年
)
、
巻
二
ハ
、
「
嘉
靖
七
子
孜
」
、
一
一
六
六
|
二
六
七
頁
や

径
二
六
、
「
院
震
川
先
生
年
譜
序
」
、
四
四
七
頁
、
巻
三

O
、
「
政
宛

委
徐
編
」
、
五
四
五
頁
、
径
三
一
、
「
政
会
州
四
部
稿
」
、
五
六
二
|
五

六
三
頁
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、
銭
氏
の
門
人
で
あ
る
李
旋
芸
の
『
年

譜』

「
駿
」
に
よ
る
と
、
彼
は
「
叉
嘗
て
二
王
氏
の
。
世
系
表
ク
を
作
」

っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
「
表
」
は
現
在
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
3
)

奥
拾
「
清
明
上
河
闘
輿
金
瓶
栂
的
故
事
及
其
街
愛
|
|
王
世
貞
年
譜

附
録
之

一
|
|
」
(
『
清
華
週
刊
』
一
一
一
六
巻
四
・
五
期
ご
九
三
一
年
〕
、

一
l
一
七
頁
、
後
『
奥
恰
史
皐
論
者
選
集
』
〔
以
下
『
選
集
』
〕
径
一

〔北
京
、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
〕
所
牧
)
、
三
七
五
四
頁
。

そ
の
後
、
「
江
蘇
蔵
書
家
史
略
」
(
執
筆
時
期
は
恐
ら
く
三

0
年
代
、

後
「
雨
所
蔵
書
家
史
略
」
と
合
纂
さ
れ
、
「
江
掘
削
蔵
書
家
史
略
」
と
な

っ
た
。
『
選
集
』
巻
一
所
牧
)
の
注
に
「
奥
恰
『
王
世
貞
年
譜
』
」
(
二

一
四
頁
〉
、
「
胡
際
麟
年
譜
」
(
『
清
華
皐
報
』
九
巻
一
期
〔
一
九
三
四

年〕
、
一
八
三
|
二
五
二
頁
。
『
選
集
』
巻
一

所
枚
)
の
参
考
書
目
に

「『
王
鳳
洲
先
生
年
譜
』
、
未
刊
」
等
の
記
事
を
載
せ
て
い
る
(
四
二
八

頁
)
た
だ
し
、
今
見
ら
れ
る
呉
陰
の
著
作
及
び
張
守
常
「
呉
拾
著
作
目

録
編
年
」
〈
『
選
集
』
各
四
〔
北
京
、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
〕
、

「
附
鍛
」
、
四
六
四

l
五
O
O頁
〉
の
リ
ス
ト
に
は
こ
の
年
譜
を
見
つ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
朱
星
の
設
は
「
金
瓶
徳
的
作
者
究
寛
是
誰
」

(『
祉
曾
科
皐
融
制
線
』
一
九
七
九
年
三
期
)
、
五
三
頁
を
参
照
。

(

4

)

蔦
如
文
「
ム
昇
州
先
生
文
聞
学
年
表
」
、
『
文
皐
年
報
』
四
期
(
一
九
三

八
年
〉
、
一
八
九
|
二
二
六
頁
。
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徐
朔
方
「
論
王
世
貞
」
、
『
漸
江
皐
刊
』
一
九
八
八
年
一
期
、
四
一

|
五
O
頁
。
以
上
本
文
中
列
摩
し
た
著
作
の
外
に
も
、
管
見
の
限
り
、

王
元
鈎
『
王
世
貞
先
生
年
譜
』
や
日
明
『
王
世
貞
年
譜
訂
補
』
、
徐
傘

之
『
重
編
王
世
貞
年
譜
』
な
ど
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
未
刊
書
で
あ

る
。
共
に
謝
鋭
編
『
中
園
歴
代
人
物
年
譜
考
銭
』
(
北
京
、
中
華
書

局
、
一
九
九
二
年
〉
、
三
O
O
頁
を
参
照
。

(

6

)

一
軍
培
怪
主
編
『
明
代
文
皐
研
究
』
第
一
一
抗
(
南
昌
、
江
西
人
民
出
版

位
、
一
九
九
O
年
)
、
九
五
|
一
九
四
頁
。

(

7

)

拙
稿
「
浅
論
王
世
貞
的
嘗
朝
史
著
作
」
、
『
論
衡
』
一
袋
一
期
(
一

九
九
四
年
)
、
一
一
一
一
一
ー
ー
二
五
頁
。
張
慧
剣
『
明
清
江
蘇
文
人
年
表
』
(
上

海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
〉
。

(

8

)

郭
紹
虞
「
明
代
的
文
人
集
圏
」
(
『
照
隅
室
古
典
文
謬
論
集
』
上
編

〔
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
〕
所
枚
〉
、
五
六
七
五

六
八
頁
。

(
9
〉
佐
藤
一
郎
「
同
郷
人
絹
有
光
と
王
世
貞
」
、
『
漢
文
皐
曾
報
』
一
一
一
一

期
〈
一
九
八
六
年
)
、
二
四
七
|
二
六
四
頁
。

(
日
山
)
陳
文
燭
『
二
酉
園
詩
集
』
(
蔦
暦
一
-
一
年
序
刊
本
〉
、
各
八
、
「
懐

高
王
二
都
閥
小
序
」
、
一
九
A
、
王
世
惣
『
王
奉
常
集
』
(
前
向
磨
一
七

年
呉
郡
王
氏
刊
本
〉
、
「
賦
詩
」
巻
七
、
「
迭
飼
隈
甫
歩
長
輿
」
、
一
二

B
|
一
一
一
一
A
。
腸
有
光
『
震
川
先
生
集
』
〈
上
海
、
上
海
古
籍
出
版

社
、
一
九
八
一
年
〉
に
載
せ
る
手
紙
は
、
各
七
、
「
輿
食
仲
蔚
」
、
八

八
一
頁
及
び
「
輿
王
子
敬
六
首
」
の
五
、
八
九
O
l
八
九
一
頁
で
あ

る
。
「
鳳
洲
行
省
」
、
「
王
元
美
自
大
名
還
」
の
句
に
よ
る
と
、
手
紙

は
隆
康
三
年
前
後
、
世
貞
が
河
南
按
察
司
副
使
整
筋
大
名
等
慮
兵
備
の

任
か
ら
新
江
左
参
政
の
任
に
移
る
際
に
書
か
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
。

ま
た
、
銭
謙
盆
『
列
朝
詩
集
小
停
』
(
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一

九
八
三
年
〉
、
「
丁
集
・
中
」
(
四
八
四
l
四
八
五
頁
)
で
相
嘗
厳
し

く
批
判
列
さ
れ
た
「
古
文
節
」
波
の
劉
鳳
は
、
そ
の
『
子
威
先
生
滋
思

集
』
(
明
刊
本
)
、
径
四
に
「
迭
鴎
憲
副
北
上
」
二
首
〈
二
ニ
B
l
一

四
A
)
、
巻
五
に
「
答
婦
憲
使
春
見
過
」
〈
一
七
A
)
及
び
「
十
七
夜

雨
同
張
太
史
舗
憲
使
宴
司
勅
宅
分
得
開
字
」
〔
一
七
B
〉
を
枚
録
し
て

い
る
こ
と
よ
り
見
れ
ば
、
銭
氏
が
傘
敬
し
て
い
た
舗
氏
が
、
嘗
時
、
劉

氏
と
ど
う
い
う
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
か
も
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。

(
日
〉
拙
著
『
王
世
貞
史
翠
研
究
』
〈
香
港
大
皐
哲
皐
碩
土
論
文
、
一
九
九

二
年
)
、
第
二
章
、
四
O
|
四
一
、
五
O
l
五
四
頁
を
参
照
。

(
ロ
)
黄
雲
盾
『
明
史
考
誼
』
巻
五
(
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
)
、

一
六
四
九
頁
。

(
日
〉
莫
如
忠
『
崇
蘭
館
集
』
(
首
円
暦
一
四
年
周
鑑
大
梁
刊
本
〉
、
径
六
、

八
A
。
嬰
景
淳
『
屋
文
様
公
集
』
(
明
刊
本
)
、
径
三
、
「
迭
張
汝
玉

恋
刑
江
南
序
」
、
三
B
。
彰
延
慶
等
修
『
粛
山
鯨
志
稿
』
(
民
園
二
四

年
排
印
本
〉
、
各
一
五
、
「
人
物
列
俸
」
二
、
一
O
A
。

(

M

)

陳
建
華
『
中
園
江
漸
地
区
十
四
至
十
七
世
紀
祉
曾
意
識
奥
文
皐
』

〈
上
海
、
皐
林
出
版
社
、
一
九
九
二
年
)
、
二
六
九
l
二
七
二
頁
、
彦

可
斌
『
明
代
文
皐
復
古
運
動
研
究
』
(
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一

九
九
四
年
)
、
一
一
一
六
|
一
二
八
頁
。

(日
〉
謝
榛
『
四
漠
山
人
全
集
』
(
高
暦
三
二
年
越
府
刊
本
〉
、
巻
二
二
、

一
二
B
。
『
研
究
』
、
一
四
四
頁
。

(日
山〉

李
鵬
棚
章
等
修
『
湖
南
通
志
』

(
光
緒

一一

年
刊
本
〉
各
一
七
一
、
一
一
一

三
八

O
頁。

(
口
〉
『
王
奉
常
集
』
、
「
賦
詩
」
谷
九
、
九
B
|
一
O
A
。
奥
園
倫

『甑
甑
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洞
綴
稿
』
(
高
暦
一一一一

年
季
土
良
刊
本
〉
、
「
詩
集
」
径
九
、

一一

B、

「
文
集
」
径
七
、
二
一

A
l
一一
一一
B
。
奥
穎
纂
『
潮
州
府
志
』

(
順
治

一八
年
刊
木
)
、
単
位
四
、
一

O
A
。

(
凶
〉
『
研
究
』
、
九
七
|
九
九
頁
。

(
m
M

〉
『
王
奉
常
集
』
、
「
文
部
」
径

一
O
、

一
A
、

「賦
詩
」
巻

一
五、

二
B
と
巻
六
、
六
B
。

(
初
)
「
方
山
人
詩
序
」
及
び
註
(

η

)

を
参
照
。

(
幻
)
王
位
貞
『
斧
山
堂
別
集
』
(
北
京
、
中
華
書
局
、

一
九
八
五
年
)、

径
四
七
、
八
八
七
頁
。

(
辺
)
董
復
表
編
『
穿
州
史
料
』
(
明
刊
本
)
、

「後
集
」
巻
二
八
、
一

O

B
|
一

一
A
、
「
建
文
之
役
、

天
下
之
名
能
殉
義
者
」
、
「
而
有
不
能

謹
快
其
意
於
意
之
外
者
」。

王
位
貞
『
A
M
州
山
人
四
部
稿
』
(
謹
北
、

偉
文
図
書
出
版
社
、
一
九
七
六
年
)
、
各
二

一九
、
五
九
八
四

i
五
九

八
五
頁
、
「
建
文
末
、
天
下
之
名
能
殉
義
者
」
、
「
市
有
不
能
議
快
其

意
於
意
外
之
日
者
」
。
た
だ
、
『
斧
山
堂
別
集
』
の
場
合
は
、
『
ム芥
州

史
料
』
に
よ
っ
て
そ
の
誤
謬
を
訂
正
で
き
る
例
が
少
な
く
な
い
。
前
掲

拙
者
『
王
世
貞
史
皐
研
究
』
、
「
附
表
」

二
・
三
で
は
、
「
史
乗
考
課
L

を
例
と
し
て
二
書
の
篠
目
区
分
と
文
字
の
異
同
を
校
勘
し
て
い
る
(
一

八
七
|

一
九
八
頁
〉
。

(
お
〉
梁
轡
超
『
中
園
歴
史
研
究
法
補
編
』
(
上
海
、
一
商
務
印
書
館
、

一
九

三
三
年
〉
、
九
二
|

一二
五
頁
。

(
M
〉
杜
維
運
「
評
『
首
門
斯
同
年
譜
』
」
(
『
憂
患
輿
史
皐
』
〔
蜜
北
、
東
大

園
書
公
司
、
一
九
九
三
年
〕
所
牧
)
、

二
三
三
|
二
三
九
頁
。

(
お
)
江
戸
時
代
、
詩
文
檀
に
お
け
る
世
貞
と
「
古
文
欝
」
波
の
受
容
と
批

剣
に
つ
い
て
は
、
松
下
忠
『
江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論
||
明
・

清
の
詩

論
と
そ
の
掻
取
1
1
4
』
(
明
治
書
院
、

一
九
六
九
年
〉
を
参
照
。

(
お
)
園
史
編
纂
委
員
合
編
『
朝
鮮
王
朝
貫
録
』
(
ソ
ウ
ル
、
探
求
堂
、
一

九
七

一
年
)
、
新
宗
、
各
一二
六
、
二
八
年
三
月
、

六
七
五
頁
及
び
四
月
、

六
八

O
頁
、
光
海
君
、
巻
九
四
、
七
年
間
八
月
、
四
一
三

l
四
一
五

μ、
宣
租
、
各

一一一一
五
、
三
四
年
三
月
、
二
一
五
頁
。

一
九
九
三
年
一
二
月

上
海
復
旦
大
拳
出
版
社

A
五
州

三
五
四
頁
二
五
元
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